
 

49 実測の損失はろ過抵抗指標でない。自分で確かる。 

 

 

 

50 戦前から大都市は生物処理を誤解していた。 

 

 

 

51 浄化の主役、生物群集にやさしくする。 

 

 

         

52 凝集剤を使うと、生物が委縮、活躍できない。 

 

 

 

53 日本の河川の濁りは沈殿池だけで沈む。 

  緩速ろ過では沈殿池があれば凝集剤が必要ない。 

 

 

54 大陸の濁りは沈まない。日本は凝集剤は必要ない。 
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55 越流管が重要。酸素不足の水なら曝気を。 

 

 

 

56 曝気をすれば、安全で清澄な水に。 

 

 

 

57 生物活性層の削り取りは何のため。 

 

 

 

58 殺藻剤はダメ。剥離しても浄化機能は変わらない。 

 

 

 

59 抵抗は水の粘性。藻が繁殖すば抵抗は無くなる。 

 

 

 

60 砂は大きくて良い。均一性も関係ない。 
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61 酸素不足にならないように、ろ過速度を速く。 

 

 

 

62 熱帯の泥水でも、上向流粗ろ過で安全な水へ。 

  上向流粗ろ過（人工的な伏流水）が鬼に金棒。 

 

 

63 上向流粗ろ過は凄い。日本へも普及させたい。 

  上向流粗ろ過は急速ろ過の前処理でも使える。 

 

 

64 サモア、フィジーは本物の技術を導入し、成果を。 

上向流粗ろ過は前処理として最適。 

 

 

65 自然の仕組みの賢い活用。許容リスクを考える。 

   細菌検査も自分で細菌検査紙で簡単にできる。 

 

 

66 生物の活躍を考えるとどうすれば良いかわかる。 
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67 仕組を理解すれば良い。緩速ろ過は効率が良い。 

  浄化能力を自分で計算してみよう。 

 

 

68 耐震性も良い。小規模施設が良さそう。 

  広域で知恵、知識の共有。小規模連携。 

 

 

69 上田―長野が動きだした。長野県からだ。 

 

 

 

70 水道事業の見直しが容易にできそう。 

 

 

 

71 急速ろ過の指針に頼らず、自分で考えてみよう。 

 

 

 

72 いろいろと解説冊子を出版してきた。 

生物屋の社会貢献。 
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